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ったので,流入 COD 濃度を変えずに酢酸の投入

を止め ,フェノールの単独処理を 82 日目以降

に行った.93 日目以降は処理の高速化を図るた

めに UASB-2 リアクター(11 L),DHSリアクター

上段部（スポンジ容積 10.4 L）を切り離して処

理を行った.UASB-1 リアクターの COD 除去率

が酢酸を投入していた時と変化が見られなかっ

たので,リアクター全体の COD 容積負荷を 2.3

kgCOD/m
3
/day まで上げた .しかし ,COD 容積負

荷 1.8kgCOD/m
3
/day の時と 2.3 kgCOD/m

3
/day

では,COD 除去率に変化が見られなかった.この

ことから ,フェノールを UASB リアクターで処

理するには,COD 容積負荷 2.3 kgCOD/m
3
/day ま

で処理が出来ると考えられる .DHS リアクター

は全 COD 除去率とフェノールの除去率 95 ％

以上となり ,COD 容積負荷を上げ ,DHS の HRT

を低くして ,酢酸の投入を止めても ,安定した処

理性能が得られた．

　このことから ,UASB/DHS システムがフェノ

ール排水処理にて ,処理が十分可能であること

がわかった.

4 .  終わりに

　連続処理実験結果から ,フェノール濃度 1087

mg/L,UASB/DHS プロセス全体 HRT 26.5 hr の

条件下で COD 容積負荷 2.3 kgCOD/m
3
/day,前段

嫌気性処理の UASB リアクターでは,COD 除去

率は 40 ％で ,COD 除去量分のメタンガスを回

収することができた .後段好気性処理の無曝気

DHS リアクターでは ,全 COD 除去率及びフェ

ノール除去率は 95 ％以上で得られ，空気中か

ら供給される酸素量だけで良好な処理性能が達

成できた .また ,UASB リアクターの処理性能が

低下しても ,DHS リアクターの処理性能が保て

ることがわかった.
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